
公益社団法人 石川県作業療法士会2025

認知症に関する2025年度活動計画（概要）

当会では今年度、以下の内容にて計画・実施を進めている。
１．介護予防事業等の地域支援事業への派遣
金沢市の脳活プログラムを中心に、各市町での認知症支援事業へのOT派遣依頼が増えているため
積極的に会員の派遣を行う

２．地域支援事業に携わる作業療法士の状況調査と人材育成
認知症に関する地域支援事業へ支援できる作業療法士を増やすため、人材育成の方法ついて
検討し制度等を整える

３．研修会の企画・運営
県の重点項目、認知症トピックにそった研修会を企画し、認知症に関する地域関連事業へ支援できる
作業療法士の人材育成に繋げる

県内OTの認知症への取り組み関与の調査実施

認知症施策に関する研修会の実施

介護予防事業を含む、地域支援事業への会員派遣

●加賀市
独自の加賀市版脳活性化プログラムを作成（2022年完成）し、加賀市内にて実施。
加賀市版脳活性化プログラムを作成しました／加賀市 (city.kaga.ishikawa.jp)

研修会名：認知症施策等総合支援事業の目的と内容
ミニレクチャー「認知症施策に関わるOTの活動を知ろう」
①認知症カフェ ②認知症初期集中支援チーム
③行政の認知症対策の取り組み
日時：2025年2月11日 参加者：23名

調査機関：令和6年1月～2月末
調査方法：webによる回答 回答数：152/860件

●能美市
１．ＭＣＮの3グループで医療介護連携での認知症対応
２．認知症初期集中支援チームへの参画 ３．地域のいきいきサロンに出前講座の実施
４．認知症キャラバンメイトとしてサポーター養成講座への参画

●金沢市
・いつでもどこでも脳活プログラム 29件、住民415名参加
・介護予防支援会議 派遣回数のべ8回

他団体からの依頼に対し、健康づくりフェア、介護予防教室などに作業療法士を派遣している。金沢
市への派遣は約1.5倍と増加し、参加者数も約2倍弱と増加した。

技能向上を目的として研修会を開催した。

中高生と高齢者の交流会の開催（2021年度からの継続事業）

県内5カ所で開催し、高齢者 はタブレットや自身のスマートフォンを使用し、地図や動画アプリ等を中
高生と交流を図りながら体験した。

参加者数 金沢市3ヶ所：高齢者18名、学生5名 能登地区2か所：高齢者16名、学生7名

https://www.city.kaga.ishikawa.jp/soshiki/shiminkenko/chiikihokatsu_shien/2/2/1320.html

